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（ ）

事業シート（概要説明書）

予算事業名 機能訓練拠点施設維持管理事業 事業開始年度 18年度

上位施策事業名 介護・介護予防 担当局・部名 福祉健康部

根拠法令等 香取市シニア健康プラザの設置及び管理に関する条例 担当課･係名 高齢者福祉課

事務区分 ■自治事務 □法定受託事務 作成責任者 根本　百合子

実施の背景
「介護予防等拠点整備事業」の補助を受けて平成15年に建設。（国の補助事業）
６台のトレーニング機器を使用した「高齢者の筋力向上トレーニング事業」として、参加者を募集して
スタートした。

目　的
（何のために）

高齢者が要介護状態になることを予防するため、筋力向上トレーニング事業の実施等により
健康の増進と維持を図るとともに、教養の向上及びレクリエーションの場を提供することに
より、「生きがいづくり」、「仲間づくり」を促進し、高齢者がいつまでも健康で安心な生
活が送れるよう支援することを目的とした施設です。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

60歳以上の市民および団体
対象者数（全住民に対する割合）

29765 人

・シニア健康プラザの維持管理
「健康増進室」…6台のトレーニング機器を設置

１３の自主グループ（機器利用講習受講者）約130名が活動
「機能回復訓練室」…体操、フラダンス、ギタークラブ等５団体が使用
「工作室」…高齢者クラブ、JA女性部が使用

・トレーニング機器利用講習会の開催
（新規利用希望者が多数の場合、抽選会の開催）
　R1　新規利用可能者/新規希望者　 　１４人/  ２７ 人

・香取市社会福祉協議会へ施設管理を委託する
委託内容；受付業務　清掃業務　使用状況の報告　使用料の納入

事業内容
（手段、手法など）

37.9 ％

実施方法

■直接実施

■業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：香取市社会福祉協議会　　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先： 　　実施主体： ）

□貸付（貸付先： ）□その他（ ）

事業内容

関連事業
（同一目的事業等）

一般介護予防事業；すべての高齢者が日常的に介護予防に取り組めるような教室やサロン
転倒骨折予防教室 認知症予防教室（脳活チャレンジ） もりもり体操　介護予防講座　サ
ポーター養成講座

コ
ス
ト

2019年度（予算） 2018年度（決算見込） 2017年度（決算） 2016年度（決算）

事
業
費

事業費合計 2,780 千円 2,766 千円 2,675 千円 2,533 千円

事業費内訳
（2018年度分）

　燃料費・光熱水費 　 254,171円 通信運搬費（電話料）　　41,937円

　施設・設備保守点検委託料　 　19,440円　    放送受信料 14,545円
　施設管理・保守点検委託料  129,600円 清掃用具使用料 12,960円
　施設管理委託料 　　1,908,000円
　警備委託料 　　156,816円 ブラインド購入 48,600円

トレーニング機器使用講習委託料　179,280円

人
件
費

担当正職員 0.03 人 216 千円 0.03 人 216 千円 0.03 人 213 千円 0.03 人 213 千円

臨時職員等 人 千円 人 千円 人 千円 人 千円

人件費合計 0.0 人 216 千円 0.0 人 216 千円 0.0 人 213 千円 0.0 人 213 千円

総事業費 2,996 千円 2,982 千円 2,888 千円 2,746 千円

財源

内訳

国県支出金
千円 千円 千円 千円

国県支出金の内容

地方債 千円 千円 千円 千円

その他特財
232 千円 215 千円 214 千円 220 千円

その他特財の内容 シニア健康プラザ使用料

一般財源 2,764 千円 2,767 千円 2,674 千円 2,526 千円

財源合計 2,996 千円 2,982 千円 2,888 千円 2,746 千円

事業番号1 機能訓練拠点施設維持管理事業 ２０１９年度

ここから成果指標を導きます。
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事業シート（概要説明書）

予算事業名 機能訓練拠点施設維持管理事業 事業開始年度 18年度

事業番号1 機能訓練拠点施設維持管理事業 ２０１９年度

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 2018年度 2017年度 2016年度

施設利用者数 人 5616/ 5392/ 5749/

内、健康増進室（トレーニング機器利用者） 人 4025/ 3788/ 4150/

　　機能回復訓練室（体操、フラダンス他） 人 1168/ 1219/ 1165/

　　工作室（高齢者クラブ、JA女性部） 人 423/ 385/ 434/

単位当たりコスト ／

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

　各部屋ともに活用されている。「健康増進室」のトレーニング機器の利用については、
「高齢者の筋力向上トレーニング事業」の修了者による自主グループのメンバーが、変わら
ず利用している。
　要介護状態になっていない高齢者に対し、介護予防教室を開催。2,300人の教室参加を目標
に推進していく。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 2018年度 2017年度 2016年度

もりもり体操 13グループ/ / /

405人/8会場 287人/8会場

脳活チャレンジ（認知症予防教室） 74人/4会場 78人/4会場 39人/2会場

転倒骨折予防教室 386人/8会場

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

　介護予防の推進を図るための機能訓練の拠点となる施設であるが、利用希望者は年々増加するもの
の、機器利用は人数に制限があることから、限られた市民しか利用できていないのが現状である。

トレーニング機器の老朽化の問題もあるが、機器を買い替えることは、費用対効果の面から現実的で
ない。また、近年は、もっと簡単にできる体操等も推奨されており、香取市では「かとりもりもり体
操」の普及活動を行っている。
　以上により、機器利用には限界があることから、機器を使わずとも、もっと簡単に、誰でもどこでも
できる「かとりもりもり体操」等を普及する場として、また、閉じこもりがちな高齢者の集いの場「地
域サロン」の開設などにより、もっと多くの市民が介護予防のために利用できる施設を目指していく。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

特記事項

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。

3



施設シート

60歳以上の市民および団体

3

0.0 人 0.0 人 0.0 人

人

合計 0.0 人 0.0 人 0.0 人 0.0 人

人 人 人人 人 0.0 人

人 人 人

住民等の
自主管理

その他 合計

ハード 0.0 人 人 0.0 人

ハード（施設
維持管理）
ソフト（実施
事業）
にかかる人員

正規職員 嘱託職員等 委託業者 指定管理者

人

ソフト 0.0

㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数床面積 ㎡ 部屋数 床面積

名称 名称 名称

㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数床面積 ㎡ 部屋数 床面積

㎡ 部屋数

名称 名称 名称

床面積 ㎡ 部屋数 床面積

㎡ 部屋数

名称 名称 名称

床面積 219 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数 床面積
施
設
の
概
要

名称 シニア健康プラザ 名称 名称

床面積 ㎡ 部屋数

開館時間 午前９時から午後９時

管理体制

□直接管理 ■業務委託 □指定管理 □住民等の自主管理

（委託先又は指定管理者：　香取市社会福祉協議会 ）

（委託内容・金額・事業者選定方法： ）

受付・管理業務・　1,909,000円・随意契約

□官公庁利用　□主催事業　□登録団体（団体数： ）

□市内一般企業、団体　□市外一般企業、団体

■市民　□市外住民　□その他（ ）

利用の制限

開館日数 256 日/年 休館日 日曜日、月曜日、年末年始（１２月２８日～１月４日）

改
修
等

改修時期・
内容・金額

□耐震　□大規模改修　□バリアフリー化　□省エネ対応

基
本
情
報

設置目的 機能回復訓練を行う拠点を維持管理し、介護予防事業の推進を図る。

実施事業
・シニア健康プラザの維持管理
・トレーニング機器利用講習会

主な利用者
（複数選択可）

建設・取得額 千円 取得経緯

地方債残高 □有（残高 円）償還（　　年/　　年）　　□無

補助金有無 ■有　　□無 階数 1

借用元 借用金額 千円/年

建設・取得 年　月（建設・取得） 設計者 IS値

財産区分 ■行政　□普通

建
物
情
報

延べ床面積 219.45 ㎡ 所有区分 ■自己所有　□借用 構造

総面積 943.91 ㎡ 借地料 千円/年

所管課 高齢者福祉課

借地面積 0 ㎡ 借地元 作成責任者

所在地 香取市佐原ロ２０２８－９２

根拠条例等 香取市シニア健康プラザの設置及び管理に関する条例

土
地
情
報

所有面積 943.91 ㎡ 地目

2019年度

番号 1 名称 シニア健康プラザ
■ 単独館

□ 複合館
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％ 合計 ％

自己評価・
特記事項等

　介護予防の推進を図るための機能訓練の拠点となる施設であるが、利用希望者は年々増加す
るものの、機器利用は人数に制限があることから、限られた市民しか利用できていないのが現状
である。
トレーニング機器の老朽化の問題もあるが、機器を買い替えることは、費用対効果の面から現
実的でない。また、近年は、もっと簡単にできる体操等も推奨されており、香取市では「かとりもり
もり体操」の普及活動を行っている。
　以上により、機器利用には限界があることから、機器を使わずとも、もっと簡単に、誰でもどこで
もできる「かとりもりもり体操」等を普及する場として、また、閉じこもりがちな高齢者の集いの場
「地域サロン」の開設などにより、もっと多くの市民が介護予防のために利用できる施設を目指し
ていく。

土日祝 ％

午前 ％ 午後 ％ 夜間

0.0 ％ 合計 50.0 ％

名称 平日 ％

土日祝 50.0 ％

午前 50.0 ％ 午後 50.0 ％ 夜間

0.0 ％ 合計 40.0 ％

名称 工作室 平日 0.0 ％

土日祝 50.0 ％

午前 40.0 ％ 午後 40.0 ％ 夜間

0.0 ％ 合計 90.0 ％

名称 機能回復訓練室 平日 37.5 ％

土日祝 100.0 ％

午前 100.0 ％ 午後 80.0 ％ 夜間

支出内訳（2018年度分）

人件費：　　　千円
委託料：2393.136 千円
光熱水費：254.171 千円
修繕料： 48.6 千円
（修繕内容：ブラインド購入　）

指定管理料のうち管理委託分： 千円
減価償却費： 千円
地方債の元利償還： 千円
その他（電話料　等　　）　69.442　千円

利
用
状
況

各
部
屋
別
稼
働
率

名称 健康増進室 平日 87.5 ％

千円

一般財源 千円 千円 千円 千円

千円

その他
（ ）

千円 千円 千円

千円 220.5 千円

国県補助金 千円 千円 千円

使用料
・手数料

232 千円 215 千円 214.8

215 千円 214.8 千円 220.5 千円

千円 2887.331 千円 2532.23 千円

財
源
内
訳

収

入

収入合計 232 千円

維
持
管
理
費

2019年度（予算） 2018年度（決算見込） 2017年度（決算） 2016年度（決算）

総支出 2763.8 千円 2981.349
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トレーニング機器
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